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7つの協会関係者184名が参加、協会事業に絡む計量法改正に関心

数
で
あ
る
地
方
計
量
協
会
は

会
員
数
の
面
か
ら
は
崩
壊
現

象
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
決

議
文
に
は
「
計
量
制
度
に
基

づ
く
事
業
の
積
極
的
な
実

施
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
は
か

り
の
代
検
査
や
指
定
定
期
検

査
機
関
制
度
の
こ
と
で
あ

り
、
内
実
は
は
か
り
の
検
査

事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は

検
査
の
た
め
の
人
員
さ
え
い

れ
ば
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

会
員
は
数
が
多
い
方
が
一
般

的
な
信
用
力
の
面
か
ら
は
よ

い
と
し
て
も
、
会
員
の
数
に

依
拠
す
る
事
業
で
は
な
い
。

　
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
は
か
り
の
定
期
検
査
等
の

仕
事
を
、
計
量
行
政
機
関
が

直
接
に
実
施
し
な
い
こ
と
が

こ
の
関
連
業
務
の
流
れ
で
あ

り
、
地
方
の
計
量
協
会
そ
の

他
の
組
織
・
機
関
に
実
質
的

に
移
管
し
て
い
る
。

　
東
北
と
北
海
道
の
計
量
協

会
の
会
合
で
議
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
計
量
法
改
正

に
関
す
る
動
き
へ
の
質
問
の

意
図
は
、
計
量
協
会
事
業
に

関
連
す
る
は
か
り
の
定
期
検

査
が
ら
み
の
制
度
改
正
で
不

利
な
条
件
が
生
じ
は
し
な
い

か
と
い
う
危
惧
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。

制
度
に
つ
い
て
今
後
の
方
向

性
」
を
聞
き
た
い
旨
を
述
べ

た
。

　
花
青
森
県
計
量
協
会
は
、

計
量
法
改
正
に
関
し
て
次
の

2
項
目
の
質
問
を
し
た
。
①

計
量
士
に
関
す
る
制
度
を
見

直
す
具
体
案
と
そ
の
理
由
付

け
に
つ
い
て
、
②
一
般
計
量

士
資
格
認
定
制
度
の
実
務
経

験
の
期
間
緩
和
に
つ
い
て
。

　
以
上
の
質
問
は
、
経
済
産

業
省
知
的
基
盤
課
計
量
行
政

室
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
行
政
室
担
当

官
の
出
席
は
な
か
っ
た
。

　
花
秋
田
県
計
量
協
会
は
検

定
所
職
員
だ
っ
た
高
齢
の
計

量
士
が
、
は
か
り
の
検
査
の

た
め
に
使
用
す
る
分
銅
の
持

ち
運
び
の
負
担
に
耐
え
ら
れ

な
い
状
態
な
の
で
、
基
準
分

銅
を
使
用
し
な
い
方
法
が
技

術
面
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
か

と
い
う
旨
の
質
問
を
、　
産
（独）

業
技
術
総
合
研
究
所
の
係
官

に
出
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
の
関
連
の
研
究
等
で
は
無

理
で
あ
っ
た
こ
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

【
解
説
】論
説
員
横
田
俊
英

　
都
道
府
県
の
計
量
協
会
の

存
立
基
盤
な
ら
び
に
会
員
構

成
は
計
量
法
の
事
業
規
制
や

諸
制
度
に
よ
っ
て
変
化
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
計
量
器
販

売
事
業
者
の
事
業
規
制
が
登

録
制
か
ら
届
出
制
に
変
わ

り
、
体
温
計
な
ら
び
に
血
圧

計
販
売
の
た
め
の
届
出
義
務

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
そ

れ
ま
で
地
方
計
量
協
会
会
員

で
あ
っ
た
薬
局
等
の
人
び
と

が
会
員
か
ら
抜
け
る
傾
向
に

あ
り
、
は
か
り
販
売
の
金
物

店
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
。

　
会
合
の
決
議
文
に
は
「
組

織
拡
大
、
会
員
拡
大
」
を
う

た
う
も
の
の
現
実
は
会
員
数

の
減
少
の
一
途
で
あ
り
、
計

量
器
販
売
の
事
業
規
制
の
緩

和
が
さ
ら
に
続
け
ば
、
現
状

で
も
格
好
悪
い
規
模
の
会
員

　
計
量
協
会
事
業
に
占
め
る

は
か
り
の
検
査
事
業
の
割
合

が
増
大
し
て
い
る
な
か
、
い

ま
作
業
が
進
行
し
て
い
る
計

量
法
改
正
の
行
方
が
同
事
業

の
死
活
に
関
わ
る
た
め
、
各

協
会
と
も
は
か
り
の
定
期
検

査
と
計
量
士
の
役
割
、
な
ら

び
に
指
定
定
期
検
査
機
関
制

度
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
お

り
、
協
会
に
と
っ
て
有
利
に

な
る
よ
う
な
改
正
内
容
で
あ

る
こ
と
を
望
む
空
気
が
強
く

に
じ
ん
で
い
た
。

　
花
福
島
県
計
量
協
会

は
、
計
量
器
の
検
査
、

計
量
士
に
係
る
制
度
内

容
は
ど
の
よ
う
に
な

り
、
地
方
計
量
協
会
は

ど
の
よ
う
に
対
処
し
た

ら
い
い
の
か
、
と
質
問

し
、
宮
城
県
計
量
協
会

も
「
計
量
器
の
検
査
・

検
定
、
計
量
士
に
係
る

（1） 2005年（平成17年）10月16日（日）第 2603 号

東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
開
く
、
計
量
制
度
検
討
小
委
告
知
   陰
面

第
3
W
G
第
3
回
、
改
正
計
量
法
施
行
、
標
準
物
質
供
給
意
見
募
集
　
隠
面

第
一
計
器
新
製
品
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
度
開
始
、
M
L
A
P
事
業
者
改
ざ
ん
ほ
か
 
韻
面

寄
稿
・
蓑
輪
善
蔵
氏
「
計
量
法
改
正
雑
感
」
敢
　
　
　
　
  吋
面

寄
稿
・
黒
須
茂
氏
「
A
P
M
F
2
0
0
5
開
催
」　
　
　
吋
右
面

新
連
載
・
計
量
計
測
の
美
し
い
流
れ
を
訪
ね
て
敢
　
 　
右
面

第
1
回
計
量
行
政
審
議
会
資
料
汗
、計
量
法
改
正
条
文
ほ
か
    宇
面

私
の
履
歴
書
・齊
藤
勝
夫
亀
、社
説
、計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
日
電
検
・　
年
史
刊
行
ほ
か
　
 羽
面

40

（　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

　
2
0
0
5
（
平
成
　
）
年
度
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会

17

な
ら
び
に
東
北
6
県
北
海
道
計
量
協
会
連
合
会
総
会
が
、

　
月
5
日
午
後
、
岩
手
県
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

10タ
ン
・
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
7
つ
の
協
会
関
係
者
1
8
4

名
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
連
合
総
会
議
事
で
は
、
は
か

り
の
定
期
検
査
な
ど
に
関
す
る
計
量
士
の
業
務
の
あ
り

方
、
こ
れ
と
連
結
す
る
協
会
事
業
の
行
方
に
絡
む
計
量
法

の
改
正
作
業
の
推
移
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
指

定
定
期
検
査
機
関
制
度
と
計
量
士
の
業
務
に
絡
む
規
定
の

改
正
が
、
協
会
事
業
の
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
の
本
音
と
も
い
え
る
。
大
会
な
ら
び
に
総
会
で
は
「
地

域
計
量
団
体
は
、
計
量
関
係
の
知
識
・
技
術
情
報
の
集
積

を
図
り
、
企
業
お
よ
び
住
民
に
対
す
る
情
報
提
供
セ
ン

タ
ー
的
役
割
を
果
た
す
と
共
に
、
そ
の
機
能
を
通
じ
て
正

確
な
計
測
・
計
量
の
普
及
と
消
費
生
活
の
安
定
に
貢
献
す

る
」
と
す
る
内
容
の
決
議
文
を
採
択
し
た
。

各
協
会
、法
改
正
は
死
活
を
か
け
た
一
大
事

第
2
回
計
量
制
度

検
討
小
委
開
催

　
第
2
回
計
量
制
度
検
討
小

委
員
会
が
　
月
　
日
俄
午
前
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時
か
ら
、
経
済
産
業
省
で

10開
か
れ
る
。
現
在
、
傍
聴
登

録
を
受
け
付
け
て
い
る
。
締

切
は
　
月
　
日
牙
昼
　
時
。
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